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→所有者の意向に基づき、市町村が森林経営を受託できる

森林所有者 市町村
自身で管理

OR

管理を委託

市町村から受託した業者が
所有者に代わり森林管理

委託した
場合

この確認作業

意向調査

制度のイメージ

適切に管理された森林

１．森林経営管理制度とは

平成31年4月 森林経営管理法の施行 → 運用が始まった制度

所有者の世代交代などにより、放置される森林が増加している…

背景
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2．地域の現状・課題 〈その１〉

市町村では林務経験
の浅い職員や兼務職
員が多い

本制度の遂行に必要な
知識・技術力が不足

現
状
・
問
題
点

制度の取組に必
要な知識・技術
の習得が必要

課 題
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2．地域の現状・課題 〈その２〉

オホーツク西部管内市町村の森林経営管理制度の取組状況

回答あり
286人

対象面積
892ha

意向調査
実施のみ

・遠軽町
・湧別町
・西興部村
・雄武町
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市町村では意向調査後
の対応に苦慮

意向調査対象者
への対応の支援
が必要

意向調査後の回答者への
対応未実施
<遠軽町､湧別町､西興部村､雄武町>

現
状
・
問
題
点

課 題
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2．地域の現状・課題 〈その２〉



２．地域の現状･課題 ＜その１･その２から＞

R5～6年度林業普及指導事業活動計画

＊重点課題＊

森林経営管理制度運用への支援と意向調査対象者への計画(施業)推進

(１)森林経営管理制度に係る

(２)意向調査対象者への施業

制度運用に必要な
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森林経営計画への加入

到達目標・目標値活動内容

研修会等の実施

推進の支援(R5は湧別町･雄武町)

知識･技術の習得

15名,50ha/年



3．活動の内容
■森林経営管理制度研修会の開催

・日時 令和5年7月20日 紋別市オホーツク交流センター

・対象者 市町村職員･森林組合職員等

・内容 ①制度概要の説明(森林活用課)

②制度運用の実例等の説明(札幌市)

札幌市担当者による講義
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森林経営管理制度にかかる研修会等の実施(1)



・内容 ③全体ディスカッション

森林室・森林活用課・札幌市のパネラーと

参加者による制度についての意見交換

3．活動の内容

■テーマ
「経営管理権・管理実施権を進める

是非について」

「所有者不明森林への対応」

「オホーツク管内における市町村の

体制について」 など
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森林経営管理制度にかかる研修会等の実施(1)



■雄武町の取組

町と打合せ・巡回指導 衛星画像 組合と打合せ・巡回指導

3．活動の内容

･意向調査対象者 160名、621ha

＊施業推進の手順＊

① (森林調査簿)森林経営計画未加入+人工林の箇所

② GIS(衛星画像)で天然林化していないか確認

③ 対象者が在村か(森林組合等へ情報を聞取り)

意向調査対象者への施業推進の支援
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(2)



④ 森林の現地調査

・町と連携し林況確認･標準地調査を実施

3．活動の内容

標準地調査
未経験の担当者には
調査方法を指導
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意向調査対象者への施業推進の支援(2)



3．活動の内容

⑤ 林分診断書の作成
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意向調査対象者への施業推進の支援(2)

・林分の現況
(植栽木の生育状況等)

・今後の施業の提案 などを記載



3．活動の内容
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意向調査対象者への施業推進の支援(2)

診断書の記載内容



3．活動の内容

・現地調査の効率化

・わかりやすい資料の作成

＊調査にUAV(ドローン)を活用＊

1日で14箇所を確認 山の反対側の小班
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意向調査対象者への施業推進の支援(2)



⑥ 所有者への戸別訪問

・町内在住者を訪問

・林分診断書に基づき、森林の状況説明･施業の推進

・森林経営計画への加入推進

3．活動の内容

町と連携し所有者訪問 戸別訪問による施業推進
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意向調査対象者への施業推進の支援(2)



4．取組の結果･成果

■経営管理制度研修会

【成 果】

・集積･配分計画の考え方、メリット･デメリットなど

制度運用に必要な知識･技術の習得に繋がった

・制度の情報に関する市町村間の繋がりを構築

【結 果】

・市町村･森林組合職員 27名参加

参加者から制度に関して積極的な質問

ディスカッションによる議論
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(1) 森林経営管理制度にかかる研修会等の実施



4．取組の結果･成果

森林経営計画への加入目標 15名,  50ha/年

5名、84ha

【成 果】

・町職員の知識等の向上により、森林管理の体制が充実した

・訪問等個別指導により、所有者の意欲喚起に繋がった

【結 果】湧別町・雄武町の合計 11名,145ha
＊内訳＊

6名、61ha湧別町

雄武町

うち人工林施業確保面積 50ha

経営計画への加入者
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(2) 意向調査対象者への施業推進の支援



5．改善点･今後の展開

2 所有林を手放したいという声も多数

1  市町村等と連携しアプローチ方法
（郵送等による情報提供）を再検討･実施

改善点

展 開

1  不在村者等へのアプローチ

2  林地流動化の情報整理及び対応の検討
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ご清聴、ありがとうございました！


